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研究成果の概要（和文）：中東地域を中心とするイスラーム地域における支配集団と非支配的な民族・宗教／宗
派・集団の相互関係を研究することを通じて、イスラーム世界の多様性と共存／排除の構造を浮き彫りにするこ
とを試みた。具体的には、（１）「中東地域における宗教的・社会的少数派」、（２）「イスラームにおける少
数派の思想と実態」、（３）「現在と過去の接点としての移動・法・ジェンダー」という３つの研究課題を設
け、歴史学、文献学、法学、ジェンダー論の手法を用いて学際的に考察を行った。

研究成果の概要（英文）：An attempt was made to highlight the ethnic, religious and social diversity 
of the so-called Islamic World and to delineate the mechanisms of coexistence and of exclusion 
between the dominant/majority groups and weaker/minority groups in various parts of the Middle East 
and the adjacent regions through a study of the interrelationships between the groups using the 
approaches of historical, philological, legal and gender studies. The main themes of the study 
included the “Religious and Social Minorities in the Middle East”, “Thought Systems and Present 
State of Minority Groups within Islam” and “Movement, Law and Gender as the Point of Contact 
between the Past and the Present”.

研究分野： 文献学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
民族・宗教・社会的多様性という観点から、文献学、宗教学、歴史学、法学、ジェンダー論といった異なった背
景を持つ研究者が協働して当該地域を扱う学際的かつ分野横断的な研究は、わが国においてこれまでに比較的数
少なく、本研究を通して中東研究の一つの新たな手法を提示することができた。本研究を通して行った試みは、
わが国が目指している、中東および周辺地域の国々との重層的な関係の構築に資するだけでなく、中東・イスラ
ームを越えた、グローバルな共生や多文化理解のあり方を模索するうえでも、一定の貢献をなしうるものと考え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
わが国におけるイスラーム理解はこの数十年で大きな進歩を遂げているが、いまだにイスラー
ム世界を画一的に捉えようとする傾向が強い。しかしながら、中東を中心とするイスラーム地域
のもっとも大きな特徴はその民族・宗教・社会的多様性であり、当該地域がわれわれに突き付け
てくる諸問題の背景にある事情の的確な把握には、そのような多様性についての、過去の歴史に
根差した深い理解が欠かせない。21 世紀の初め以来、武力紛争と政治的混乱が収まることのな
い中東地域において状況の収拾を困難にしている最大の要因も当該地域の民族的・宗教的・社会
的な多様性である。2003 年の米軍侵攻以来政治的な混乱が絶えることのないイラクにせよ、2010
年に始まった「民主化運動」を契機として内戦状態に陥ったシリア、イエメンにせよ、中東各地
で起きている紛争はしばしば宗派間、民族間の争いの様相を帯びている。それぞれの国での混乱
を長期化させている主要な要因は世界の強国や周辺国による干渉だが、そのような外部のアク
ターがそれぞれの思惑によって特定の集団を支持し、利用していることが紛争の継続につなが
っていることは明白である。同時に、中東地域は、アダムとイブが楽園を追放されたとされる歴
史の幕開け以来、多種多様な民族や宗教・宗派、社会層の人々が混在し、あるときは共存し、あ
るときは紛争とその結果としての移住を繰り返しながら暮らしてきた地域でもある。多様性を
創り出してきた過去の歴史と、歴史を動かしてきた思想的な展開や社会状況を顧みつつ、当該地
域に暮らす（あるいは、先祖代々暮らしてきたその土地を後にすることを余儀なくされている）
様々な民族・宗教／宗派・社会的集団の実態をより的確に把握することが喫緊の課題となってい
る。 
 
２．研究の目的 
 
本研究においては、気鋭の研究者を中心とした研究チームを編成して、国内外の各学問分野の指
導的研究者の協力を仰ぎつつ、中東を中心とするイスラーム地域における非支配的な民族・宗教
／宗派・集団の実態を 3 年の期間をかけて実証的に解明する。具体的には、「中東地域における
宗教的・社会的少数派」、「イスラームにおける少数派の思想と実態」、「現在と過去の接点として
の移動・法・ジェンダー」という三つの研究課題を設け、それぞれを人文科学的・社会科学的手
法を駆使して考察する。「中東地域における宗教的・社会的少数派」としては、コプト教会、シ
リア正教会、アッシリア東方教会などのキリスト教諸教会に加えて、クルド人をはじめ、中東各
地に離散するアルメニア人などの民族・言語的少数派を取り上げる。「イスラームにおける少数
派の思想と実態」においては、イバード派、シーア派諸派、そしてアラウィー派やドゥルーズ派
などのシーア派から離脱した極端派の思想的展開とそれぞれの宗派が置かれている現状につい
ての考察を深める。「現在と過去の接点としての移動・法・ジェンダー」においては、法学およ
びジェンダー論の方法論を用いて、現在の紛争と政治的混乱によって生じている移動と、それに
よって生じる家族法などの「法の移動」、また移動によって変化を迫られるジェンダー関係を明
らかにする。このような分析を通じて、中東を中心とするイスラーム地域に暮らす多種多様な集
団の実態を明らかにし、それによって彼らの未来を展望する。研究の推進に当たって、三つの研
究班の間で密接に連絡を取り合い、異なったディシプリンを持つ研究者の集いという利点を大
いに活用して研鑽を深め、それにより、中東地域の重層的かつ動態的な構造を理解するための、
新たな学問的アプローチの創造についても模索する。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は研究代表者および研究分担者のうちの 3 名が所属する東京大学中東地域研究センター
を拠点として、3 年間にわたって行った。具体的には、以下の三つの研究班を編成し、研究プロ
ジェクトを推進した。I.「中東地域における宗教的・社会的少数派」、II.「イスラームにおける少
数派の思想と実態」、III. 「現在と過去の接点としての移動・法・ジェンダー」。三つの班は、そ
れぞれの課題を思想史、歴史学、社会学的手法から考察した。各研究班は互いに連携しつつ、資
料調査および現地調査を進め、最終年度には、三班の成果を統合する形で本研究の目的の実現を
目指した。 
 
４．研究成果 
 
研究代表者および分担者は、上記の各研究課題について調査を進めると同時に、定期的に会合を
持って互いの研究について意見交換を行った。課題（１）「中東地域における宗教的・社会的少
数派」については、（a）「中東各地に散在する諸キリスト教集団の生存戦略」、（b）「クルド
系住民の歴史的共存の実態」などのテーマを設定して調査・研究を進めた。課題（２）「イスラ
ームにおける少数派の思想と実態」については、（a）「初期アラウィー派共同体の形成と自他
認識」、（b）「イバード派イスラーム思想における多様性と統一性の理解」、（c）「近世・近
代シーア派イランにおけるイスラーム神秘主義教団の存続」の 3 点についての調査と検討を行
った。課題（３）「現在と過去の接点としての移動・法・ジェンダー」については、（a）人の
移動にともなう「法の移動」、b）移動と女性のインターセクショナリティ（交差性）などに関



する研究を行った。また、それぞれの課題に取り組む以上の研究を通じて、非支配的な民族・宗
教／宗派・集団の動態と、これらの集団内部にある関係性を解明するための新しい学問的アプロ
ーチの創造を試みた。最終年度には、グループが研究成果を持ち寄り、相互に検討しあう場とし
ての全体の研究発表会を行い、研究のとりまとめと最終的な研究成果発表の準備を進めた。 
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